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主な内容主な内容

発行／黒潮町役場

わがまちデータわがまちデータ 2018（平成30）年9月30日現在

●人　口　11,266人（前月比 9人減）

●世帯数　5,524世帯
●15歳未満の年少人口　938人（比率8.33％）

●65歳以上の老齢人口　4,853人（比率43.08％）

●人口のうごき
　増加 17人　出生2人　     転入15人

　減少 26人　死亡11人　   転出15人
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

土佐さがのもどりガツオ祭第15回
　「第15回土佐さがのもどりガツオ祭」が10月13日（土）、黒潮一番館周辺を会場に開催され、18,000

人が来場しました。

　同祭は、漁師のおかみさんたちが、1年の豊漁と海上安全を感謝する気持ちから平成16年に始まったも

ので、開会の挨拶では、実行委員長の浜岡直春さんが「美味しいカツオをぜひ多くの方に食べてほしい」

と話しました。

　今年のもどりガツオ祭では、約2トンものカツオが一本売りや「カツオ御膳」の藁焼きタタキなどとし

て販売され、新鮮なカツオを求めて多くの来場者が長蛇の列に並びました。また、カツオ御膳は約1,000

食購入され、実際に食べたという来場者は、「カツオを目的に来場した。普段はなかなか食べられないが、

藁焼きの香りがしてとても美味しい」と話していました。

　黒潮丸前の広場では、大西町長によるカツオの藁焼き実演や、高知ファイティングドッグスの選手も参

加した餅つき、また、佐賀保育所園児や幡多舞人による踊りの披露などがあり、会場を盛り上げました。

　そのほかにも、子どもたちが参加する「カツオの一本釣りゲーム」や、カツオタタキ丼の食べる早さを

競う「旨いもの早食い競争」、クイズ、抽選会などが行われ、参加した人々は笑顔で楽しんでいました。

漁師が焼くカツオ イベント最後には餅投げも御膳を求める列一本釣りゲーム

　
黒
潮
町
出
身
の
大
相
撲
力
士
・
千
代

の
海
明
太
郎
さ
ん
が
５
月
３０
日
（
水
）に

新
十
両
へ
の
昇
進
が
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
９
月
２６
日
（
水
）
、
総
合
セ
ン
タ

ー
で
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
千
代
の
海
関
と
九
重
親

方
が
出
席
し
、
町
内
関
係
者
ら
と
喜
び

を
わ
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
千
代
の
海
関
か
ら
は
、「
黒
潮
町
の

皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
応
援
を
い
た
だ

き
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
関
取
に
な

っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
、
ふ
る

さ
と
へ
の
恩
返
し
が
少
し
は
で
き
た
か

な
と
思
う
。
次
は
十
両
優
勝
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
さ
ら

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る

躍
進
に
向
け
て
意
気
込
み
を
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
九
重
親
方
は
、「
小
さ
な
頃

か
ら
の
努
力
、
ま
た
、
良
い
指
導
者
・

環
境
に
恵
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
実
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
後
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
全
力
で
応
援
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
将
来
、
黒
潮
町
の
子
ど
も
た
ち
が
千

代
の
海
の
背
中
を
見
て
、
力
士
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
今
回
の

昇
進
、
ま
た
黒
潮
町
へ
の
思
い
を
話
し

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
千
代
の
海
関
と

の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
祝
福
を
告

げ
る
人
や
、
握
手
を
し
て
「
頑
張
れ
」

と
応
援
す
る
人
な
ど
、
会
場
は
笑
顔
で

包
ま
れ
ま
し
た
。

千
代
の
海
十
両
昇
進
祝
賀
会

千代の海関より挨拶

出席者と交流する千代の海関



広報くろしお  №152　2018（平成30）年11月号澆

　
「
第
３
回
黒
潮
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
１０
月
６
日
（
土
）
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
２

０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
平
成

２８
年
に
始
ま
っ
て

以
来
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

「
黒
潮
町
と
ゴ
ル
フ
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
人
」
を
対
象
に
、
黒
潮
町
民
ゴ
ル
フ

大
会
実
行
委
員
会
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
ら
は
「
台
風

２５
号
の
影
響
で

実
施
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
最
高

だ
っ
た
」
と
話
し
、
優
勝
し
た
浜
村
敦

さ
ん
に
は
、
年
間
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
券

と
ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
大
会
で
は
今
年
も
チ
ャ
リ

テ
ィ
と
し
て
協
力
金
を
参
加
者
ら
に
募

り
、
童
話
や
絵
本
を
大
方
中
央
保
育
所

と
佐
賀
保
育
所
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
八
木
敦
士
プ
ロ
に

よ
る
「
小
学
生
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
教
室
」

も
行
わ
れ
、
参

加
し
た
拳
ノ
川

小
学
校
の
児
童

ら
は
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

第
３
回
黒
潮
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

スナッグゴルフを楽しむ児童ら

　
大
方
高
校
の
生
徒
と
教
員

１６
名
が

１０

月
４
日
（
木
）
、
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
プ
ロ
に
よ
る
ゴ
ル
フ

教
室
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
ゴ
ル
フ
）
実
行
委
員
会
の
企
画

に
よ
る
も
の
で
、
大
方
高
校
の
１
・
２

年
生
か
ら
希
望
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
の
会
長
代
理
と
し
て

出
席
し
た
宮
地
憲
さ
ん
か
ら
は
「
参
加

し
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
が
ゴ
ル
フ

を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
て
、
将
来
町
内

の
ゴ
ル
フ
人
口
が
増
え
た
ら
嬉
し
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
黒
潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
所
属
の
八
木
敦
士
プ
ロ
か
ら
、
ク

ラ
ブ
の
握
り
方
や
目
線
の
送
り
方
、
フ

ォ
ー
ム
な
ど
を
教
わ
り
、
段
々
と
遠
く

へ
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
八
木
プ
ロ
は
、

「
ゴ
ル
フ
を
楽
し
い
と
思
う
こ
と
で
好

き
に
な
る
、
好
き
に
な
る
こ
と
で
続
け

ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
今
日
は

そ
の
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
」
と

話
し
、
生
徒
た

ち
に
丁
寧
に
指

導
を
し
ま
し
た
。

大
方
高
校
生
ゴ
ル
フ
を
体
験

プロの指導を受ける生徒

夏井いつきさんによる講義

　
大
方
あ
か
つ
き
館
が
開
館

２０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
祝
し
、

１０
月
５
日
（
金
）、

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
記
念
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
は
、
世
田
谷
ピ
ン
ポ
ン
ズ

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
始
ま
り
、
式
典

後
、
劇
団
ｔ
ｈ
ｅ
・
創
に
よ
る
上
林
暁
作

品
の
朗
読
と
、
園
田
学
園
女
子
大
学
名

誉
教
授
吉
村
稠
さ
ん
と
上
林
さ
ん
の
孫
・

大
熊
平
城
さ
ん
に
よ
る
文
学
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
４
０
０
人
が
来
場

し
、
訪
れ
た
人
は
、「
上
林
さ
ん
の
作

品
が
こ
ん
な
歌
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
。
朗
読
は
、
映
し
出
さ

れ
た
町
の
風
景
と
マ
ッ
チ
し
て
印
象
深

か
っ
た
。
文
学
ト
ー
ク
も
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 
ま
た
、
第

１３
回
黒
潮
町
民
大
学
の
第

１
講
座
も
同
事
業
の
一
環
と
し
て
開
講

さ
れ
、
俳
人
と
し
て
活
躍
す
る
夏
井
い

つ
き
さ
ん
が
、「
俳
句
を
つ
く
る 

町
を

つ
く
る 

人
を
つ
く
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
ま
し
た
。

夏
井
さ
ん
は
、「
松

山
で
は
俳
句
だ
っ

た
が
、
地
域
文
化

が
町
を
つ
く
り
人

を
育
て
る
」
と
話
し
、

同
館
の
記
念
日
に

祝
福
を
表
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
、
町
の
文
化
創
造
の
拠
点
と

し
て
１
９
９
８
年
４
月

１２
日
に
開
館
し
、

町
内
の
文
化
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。
館
長
の
松
本
敏
郎
さ
ん
は
、

「
大
方
あ
か
つ
き
館
は
名
勝
入
野
松
原

の
真
ん
中
に
あ
る
。
こ
の
類
ま
れ
な
環

境
を
活
か
し
て
、
今
後
も
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
文
化
の
拠
点
施
設
と
し

て
育
っ
て
い
き
た
い
」
と
大
方
あ
か
つ

き
館
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
さ

ら
な
る
発
展
へ
意
気
込
み
ま
し
た
。

大
方
あ
か
つ
き
館
20
周
年
を
祝
う

大方あかつき館20年の歩み（略歴）

1998年04月12日� 複合文化施設「大方あかつき館」として開館

2002年10月06日� 上林暁生誕百周年記念事業・上林暁文学賞募集

2006年03月20日� 黒潮町誕生

2009年01月06日～3月31日

� 上林暁文学館開設10周年記念特別企画展

2013年04月01日� （指定管理制度導入）

� 特定非営利活動法人NPOあかつきが指定管理者となる

2016年11月26日� 「世界津波の日」高校生サミットin黒潮」の記念碑が

� 同施設敷地内に建立

2018年10月05日� 大方あかつき館開館20周年記念事業実施
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ニュージーランドへ行ってきましたニュージーランドへ行ってきましたニュージーランドへ行ってきました
～平成30年度中学生海外派遣事業報告～

黒潮町立大方中学校 教頭  西本　貴俊

　今回の中学生海外派遣事業で一番良かったことは、佐賀中学校、大方中学校12名の生徒が、代表

としての自覚をもって、約束を守り、しっかりと行動できたことです。また、フェアフィールド中学校の

バディの生徒が素晴らしく、親切にサポートしてくれたことで、黒潮町の生徒たちも、安心して学校や

ホームステイ先で過ごすことができたのだと思います。ホストファミリーの方々も本当にやさしく、親

切に接してくれました。生徒たちが笑顔で過ごすことができたのもホストファミリーのおかげだと感

謝しています。フェアフィールド中学校の生徒たちは、自分たちの国の文化や伝統に誇りを持ってい

て、それぞれの民族がお互いを尊重し合い、それぞれの良さを引き継いでいることを強く感じました。

ニュージーランドの伝統の「ハカ」を生徒たちは、思いを込めて披露してくれました。女子生徒は、「タ

ピオカ」をやさしい歌声でまわりを包み込み、歌に合わせて踊ってくれ、おおらかでくつろぎを与えて

くれる瞬間でした。今年の黒潮町の生徒たちは、全校生徒、ホストファミリーの前で黒潮町の紹介と「よ

さこい鳴子踊り」を行いました。どの生徒も真剣に取り組むことができ、とても良かったと思っていま

す。また、派遣団を代表した素晴らしいスピーチや、マオリショーではポンチョを、男子生徒全員がス

テージで「ハカ」に挑戦していました。羊の毛刈りショーでは、生徒が搾乳を行い、会場から大きな拍

手をもらいました。さまざまな場面で生徒たちが助け合い、お互いを認め合う姿が見られ、出発時に

比べると随分成長した姿に見えました。普段、今まで学校で自分の意思を相手に伝えることが少なか

った生徒が、自分の思いをはっきりと伝えるようになったり、少しダラダラしたところのあった生徒が、

自分に自信がもて、しっかりと生活するようになったりと活躍の場を広げていってくれています。

　お別れパーティーでは、それぞれのホストファミリーが手料理を持ち寄ってくれ、温かい歓迎を受け

ました。そのパーティーでバディとともに黒潮町の男子生徒も腰みのをまとい、「ハカ」をホストファ

ミリーの前で演じてくれ、力強さを感じました。最後に一人ひとりがお礼の挨拶を行いました。そこで

感極まって涙する生徒もいました。最終日、フェアフィールド中学校を出発する際には、バディの生徒

がバスまで荷物を運んでくれ、別れ際には、黒潮町の生徒もバディの生徒も涙する光景があり、本当

にいい体験ができたのだと嬉しく思いました。

　ホストファミリーへのお礼は、先生がユーモアを交えながら、しっかりとスピーチしてくれました。帰

国後、役場佐賀庁舎での解団式では、代表生徒が自分の思いを素直にしっかりと表現してくれ、すば

らしい挨拶を行ってくれました。

　このように生徒たちが違う国で生活し、学校教育を体験することで新しい自分を発見したり、さま

ざまな文化や伝統にふれることで、今までとは違った見方ができるようになったと思います。

　今回の機会を与えてくださいました町長、教育長はじめ教育委員会の方には心より感謝いたします。

また、担当の職員には、事前の指導をしっかり行っていただいたおかげで、すばらしい生徒たちの行動

につながったと心よりお礼申しあげます。ありがとうございました。

絵付けの授業 マオリ文化の体験 ハカを習う様子

　佐賀中学校・大方中学校の3年生を対象とした中学生海外派遣事業が、8月14日（火）から24

日（金）に行われ、選考を通過した12名の生徒（佐賀中学校8人、大方中学校4人）と引率者3名が

ニュージーランドへ行ってきました。その報告を大方中学校・西本教頭よりいただきました。
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中学生海外派遣事業報告

佐賀中学校 3年　碇　拓真

　ニュージーランド派遣をとおして課題となったの

が、コミュニケーションです。実践になると、リス

ニングができても英語での応答ができなくてとても

くやしかったです。例えば、ホストファミリーが質

問してくれて応答する前に、次の質問がきて応答で

きないということがあって、そう言う思いがありま

した。こういう経験が自分の将来の夢の糧になって

行くと思います。

　そして、自分の将来の夢は２つあって、今迷って

いて、１つは建築士でもう１つは遺伝子工学です。遺

伝子工学を詳しく学ぶには海外で勉強したいと思い

ました。この研修は自分にとってとてつもなく莫大

な経験値になったと思います。また、ニュージーラ

ンドでは、建築がとてもよくて多く学びました。モ

ダン建築や伝統的な建築（マオリ村など）の外見です。

内装についても見れて、ビリーの家はクラシックで

ほかの人達の家はモダンでした。幅広い建築が見れ

てよかったです。このようにニュージーランドでの

たくさんの経験が夢の大切な材料となりました。

佐賀中学校 3年　伊與木　豪

　ニュージーランドに行った経験は、僕にとって忘

れられない一生の思い出となりました。ニュージー

ランドは、独自の文化が魅力的でさまざまな意味を

持った挨拶の「キオラ」や、マオリ族が戦闘の前に踊

る「ハカ」など、それらは学校でも習ったりしていて、

とても深く生活に根づいていました。いくつかハカ

を踊る機会があり、僕達も踊ってみて、言葉にはう

まく表せないけど、すごいなと思いました。

　ホームステイでは、バディやホストファミリーの

お母さん達はとても親切で、行く前はコミュニケー

ションをうまくとれるか不安だったけど、分かりや

すいように話してくれたおかげで、僕がバディやフ

ァミリーに慣れるのに、あまり時間はかかりません

でした。学校では、友達の紹介や校舎の案内をして

くれたり、家では、家族の話など色々なことを話し

ました。日本とニュージーランドとの習慣の違いな

ども教わりました。この貴重な体験をいつか役立た

せたいと思います。

佐賀中学校 3年　大谷　咲那

　８月１４日、いよいよ出発の日。私は、たくさんの

期待と不安で押し潰されそうでした。でも、１０日間

は思っていたより短く感じました。そして、いろい

ろなことに気づきました。例えば、日本では挨拶を

する時にお礼をしますが、ニュージーランドでは握

手かハグが普通です。歓迎の時には、マオリ族伝統

でお互いの鼻をくっつける「ホンギ」という挨拶をす

ることもあります。他にも、ニュージーランドのお

風呂は湯船につかりません。食器を洗う時は、シン

クに水をためて使います。決して、水を出しっぱな

しにはしません。このようにニュージーランドは、

水をとても大切にする国です。日本でももっと水を

大切にしたり、フレンドリーになったり、良いこと

は真似していきたいと思いました。私は、この研修

でとても良い経験ができました。また、このような

機会があれば積極的に参加したいと思います。

佐賀中学校 3年　稲田　寿凜也

　僕は今年の夏ニュージーランドに行っていろいろ

な違いや文化を学びました。その中には、衣服に関

する違い、食べ物に関する違い、授業に関する違い

がありました。

　衣服に関しては、ニュージーランドの人と日本人

は、温度の感じ方が違うらしく、ものすごい寒いと

感じる日も短パンなどでニュージーランドの人はす

ごしていました。

　食べ物は、魚が少なくて、ものすごく肉を食べて

いました。そしてあまり炭水化物を摂ることが少な

く感じました。

　授業に関しては、ものすごく授業の自由度が高い

と思いました。

　そして英語に関する知識があるとこの先の人生で

いろいろと便利で有利な事だと僕は思いました。な

ので、しっかり勉強をして自分の人生を楽しんでい

きたいです。

　そして、今後この体験を生かして英語で話すとき

に楽しく話していきたいと思います。

佐賀中学校 3年　大石　千愛

　ニュージーランドに着いたとき、とてもワクワク

しました。初めてのことばかりで不安もありました

が、楽しみの方が強かったです。ニュージーランド

では羊や牛がたくさんいて、始めは驚くばかりでし

た。観光地ではマオリ文化を体験しました。ポイは

想像以上に難しかったです。伝統を大切にしていて

すごくいいなと思いました。ホームステイは本当に

楽しかったです。ジェスチャーをしながら自分で会

話をして、伝わったときとても嬉しかったです。家

族はみんな優しくて大好きになりました。中学校は

本当にたくさんの人がいておもしろかったです。い

るだけで楽しくなりました。最初の方はなかなか会

話は難しかったけど、日に日に聞き取れるようにな

ってくるので分かって、もっと英語を学んで、会話

ができるようになりたいと思いました。日本にみん

なが来たときは最高のおもてなしをしたいです。こ

の研修のおかげで将来の道が広がりました。参加で

きて本当によかったです。

佐賀中学校 3年　饌口　航一朗

　僕は今回のニュージーランド研修を終えて感じた

ことがあります。それは、単純に英語の勉強をもっ

とやっておくべきだったということです。なかでも

リスニングをもっとするべきだったと思います。な

ぜなら、現地の人たちは次から次へと英語で話して

くるからです。

　僕が実際にこうなった場面はホストファミリーに

会った時です。僕は鼻がその時痛くて、ホストファ

ミリーがとても丁寧に英語で心配してくれていた事

を覚えていますが、僕はそれが聞きとれなかったの

で、とても悔しい想いをしました。また、同時にホ

ストファミリーにも申し訳ない気持ちになりました。

　繰り返しになりますが、僕の課題はリスニングで

す。なので自主学習を通しての学習はもちろん、今

後はさらにリスニングの教材を使ってリスニング力

をきたえられるように、がんばりたいと思います。
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中学生海外派遣事業報告

佐賀中学校 3年　藤原　彩花

　８月１４日から１１日間にわたって、ニュージーラン
ド派遣事業がありました。
　私は、１１日間で特に思ったことや感じたことが２
つあります。
　１つ目は、目が合うだけで笑ってくれたり「Ｈｉ」な
どと声をかけてくれたことです。私たちが行ったフ
ェアフィールド中学校の生徒たちは特にそのような
行動をとってくれました。私は、すごくいいことだ
なあと思ったし、とてもうれしかったです。
　２つ目は、自然がとてもきれいなことです。休み
の日にホームステイの家族とビーチに行きました。
その途中の道の自然が見とれてしまうほどとてもき
れいでした。ずっと緑の草原が広がっていて、たま
に牛や羊が放されていて、絵に書いたような風景で
した。
　ニュージーランドに行って、私の知らなかった世
界が知れたし、これからのことに必ず役立つと思い
ます。この夏、とても良い思い出ができて本当に良
かったです。

大方中学校 3年　金子　一花

　８月１４日から２４日までニュージーランドに行って
きました。初めての海外で不安でいっぱいだったけ
どとてもいい思い出になりました。一番心に残った
のはホームステイです。初めはどうしたらいいか分
からなかったけど、ホストファミリーが本当に家族
のように接してくれるのですぐに慣れることができ
ました。部屋や物に紙で名前を書いてはってくれて
いたので部屋も迷うこともなかったので嬉しかった
です。しっかり話せるか心配だったけど、持って来
た写真を見せたりお土産を渡したり夜中までずっと
毎日話すことができました。
　この研修で日本と海外の文化の違いを直接感じる
ことができたし、自分からコミュニケーションをと
る大切さなど色んなことを学ぶことができました。
学んだことをこれからの生活や将来に生かせれるよ
うにしたいです。

大方中学校 3年　ハジィフ　璃生

　ニュージーランドに行ってたくさんの経験をしました。
　まず、初日に行ったマオリ村ではマオリの歴史や
風習、文化について体全体で感じることができまし
た。夜のマオリショーでは男子全員が前に出てハカ
をおそわりました。
　羊の毛刈りショーでは片耳だけ日本語説明のヘッ
ドホンを装着し、もう片耳では英語を聞き、ちょっ
とした所で少しずつ英語を頭の中に入れていきまし
た。
　ホームステイ先では家族が暖かくむかえ入れてく
れ、自分の知る英語で精一杯会話し、自分の意思表
示をしっかりすることができました。
　ニュージーランドには様々な人種の方がいて、僕
の様な両親の国が違う人がたくさんいて暮らしやす
かったです。この研修で英語の楽しさ、面白さをと
ても感じることができました。この体験を文化祭で
発表し、来年、研修に参加したい人を全力でサポー
トしていきたいです。

佐賀中学校 3年　藤本　琉已

　今回の研修で私は、日本とニュージーランドの文
化や生活の仕方において、「違う点」を探すのが目的
でした。この目的の通り、ニュージーランドでは家
での過ごし方や、生活習慣を学べました。学習会な
どで月曜から金曜日は規則正しい生活リズムを送り、
土日は家族で夜遅くまで楽しむということを聞いて
いたけどそれを肌で感じることができました。日本
では、そんな平日と休日で過ごし方が大きく違うと
いうことはないので、この違いに驚きました。
　学校でも、日本では、みんなで授業を受けるけど、
向こうは順番に学んでいたり、床に寝ころがって勉
強をしていたということにびっくりしました。
　この研修でとてもよかったと思うことは、得意の
リスニングを伸ばし、苦手である、自分の気持ちを
伝えることができるようにするという点を達成でき
たことです。

大方中学校 3年　篠田　侑希

　今回、ニュージーランドに行くまでは少し不安が
ありました。でも、行ってからは不安などはほぼ感
じず、あっという間に終わってしまいました。
　ニュージーランドには、現地の人達だけでなく他
の国の人達がたくさんいました。実際、自分のホス
トファミリーもそうでした。そして、その人達全員
がニュージーランドの文化や伝統、自然、動物など
いろいろなものを大切にしていることが分かりまし
た。
　この体験をしてみて、自分の英語の能力が少しず
つ上がっているように感じました。英語でしか会話
が成り立たないという状況になって、自然に使って
いることで少しずつ身についていったんだと思いま
す。
　将来英語を使うかは分からないけど、あって困る
ものではないから、今回の経験を生かしながら今後
の学習をがんばっていきたいと思います。

大方中学校 3年　松本　もも

　私がこのニュージーランド研修で学んだことは、
文化や生活の違いを超え、心の通じあえることの素
晴らしさです。
　ホームステイ中にホストマザーが、「Ｍｙ ｈｏｕｓｅ ｉｓ 
ｙｏｕｒ ｈｏｕｓｅ.」と言ってくれて、家族の一員になった
ような気持ちで過ごさせてもらいました。
　現地の人の英語を聞きとって、普段学習している
英語の発音とは違い、少しとまどいました。
　これから、世界の色々な文化や生活、歴史、言語
などを勉強していきたいと思った１１日間でした。
　この貴重な体験をこれからに生かし、日本のこと、
高知県や黒潮町のことをもっと世界に発信していき
たいと思いました。
　素晴らしい体験をさせていただき本当にありがと
うございました。
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訓
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。
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学
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の
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し
た
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◆
は
じ
め
に

　
三
浦
小
学
校
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は
、
学
校
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す
児

童
像
を
「
進
ん
で
学
ぶ
子
・
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
・
地
域

が
大
好
き
な
子
」
と
し
て
、
全
校

４２
名
の
児
童
と
１３
名
の
教
職
員

で
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し

て
認
定
を
受
け
た
３
年
目
、
ま

た
、「
高
知
県
版
地
域
学
校
協
働

本
部
事
業
」
の
指
定
も
受
け
て

い
ま
す
。

　
も
と
も
と
三
浦
小
学
校
は
地

域
と
の
つ
な
が
り
の
強
い
学
校

で
す
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
力
で
、「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ふ
る
さ
と
・

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
へ
の
取
組
を

通
し
て
「
め
ざ
す
児
童
像
」
を
実

現
す
る
た
め
の
授
業
づ
く
り
を

豊
か
に
展
開
で
き
る
学
校
を
作

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
教
育

活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
学
力
向
上

①
授
業
改
善

○
学
び
合
え
る
学
級
づ
く
り

・
な
ん
と
い
っ
て
も
授
業
改
善

に
は
学
級
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
共
感
的
な
人
間
関
係
を

授
業
を
通
し
て
育
み
ま
す
。

○
学
ぶ
意
欲
を
感
じ
、
思
考
を

深
め
、
伝
え
合
う
場
面
の
あ
る

授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
読
む
こ
と
の
充
実

○
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
読
む
こ

と
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。（
Ｎ

Ｉ
Ｅ
へ
の
取
組
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効

果
的
な
活
用
・
ペ
ア
読
書
・
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
）

③
基
礎
学
力
の
定
着

○
組
織
的
な
加
力
学
習
の
工
夫
・

学
力
検
査
の
活
用
・
家
庭
学
習

の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
「
忘
れ
た
頃
に
繰
り
返
す
」
を

徹
底
し
ま
す
。

　
４
月
に
行
わ
れ
た
標
準
学
力

調
査
の
結
果
で
は
、（
昨
年
度
の

内
容
の
定
着
度
検
査
）
ほ
ぼ
全

国
平
均
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の

結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
弱
い

部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果

を
受
け
て
、
今
年
度
も
家
庭
の

協
力
の
も
と
に
「
家
庭
学
習
の

徹
底
」
、「
読
む
こ
と
の
徹
底
」
、

「
帯
タ
イ
ム
・
放
課
後
加
力
の

充
実
」
を
「
話
の
聞
き
方
・
真
面

目
な
作
業
・
挨
拶
・
時
間
を
守

る
（
は
ま
あ
じ
）
取
組
」
、「
安
心

し
て
学
べ
る
学
級
作
り
」
の
上
に

徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
絆
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り

①
心
の
教
育
の
充
実

○
あ
い
さ
つ
運
動
・
が
ん
ば
っ

た
朝
会
・
縦
割
り
班
活
動
（
作

業
を
大
切
に
す
る
）
・
児
童
会

を
中
心
と
し
た
活
動（
集
会
活
動
・

み
ん
な
で
遊
ぶ
日
）
・
全
校
の

心
の
つ
な
が
り
や
上
級
生
の
活

躍
す
る
場
面
を
意
識
的
に
つ
く

り
、
全
校
の
絆
づ
く
り
や
上
級

生
を
育
て
る
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

②
豊
か
な
体
験
活
動
と
交
流
活

動
の
推
進
に
よ
る
人
づ
く
り（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
認

定
を
活
用
し
て
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ふ

る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通

し
て
）

○
地
域
の
人
・
も
の
・
こ
と
「
産

業
・
文
化
」
の
活
用
に
よ
り
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
・
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
進
め
、
地
域
を
誇
り
に

思
い
地
域
が
大
好
き
な
児
童
の

育
成
、「
生
き
る
力
」
を
体
感
す

る
場
と
し
て
の
体
験
学
習
「
生

華
園
と
の
交
流
（
稲
つ
く
り
・

夏
祭
り
・
餅
つ
き
）
」
、「
防
災
参

観
日
」
、「
三
世
代
交
流
」
、「
１１
月
・

み
う
ら
学
び
の
月
」
の
取
組
（
家

庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、家
読
の
日
）

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
力
で
、「
三
浦
な
ら
で
は
」

の
活
動
を
計
画
・
実
践
し
て
い

き
ま
す
。

◆
健
康
・
安
全
・
体
力
づ
く
り

○
基
本
的
に
徒
歩
通
学
・
朝
運

動
・
外
遊
び
の
奨
励
・
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
・
防
災
教
育

の
充
実

・
雨
の
日
も
風
の
日
も
徒
歩
通

学
を
す
る
子
ど
も
た
ち
。
頭
が

下
が
り
ま
す
。
参
観
日
に
も
保

護
者
の
帰
り
を
待
つ
こ
と
な
く
、

徒
歩
で
帰
り
ま
す
。
２
時
間
目

と
３
時
間
目
の
間
の
休
み
時
間

に
は
元
気
に
外
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
、
昼
休
み
に
は
み
ん
な
で

遊
ぶ
日
も
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
防
災
教
育
に
関
し
て
は
、
い

ろ
ん
な
場
面
を
想
定
し
、
年
間

十
回
以
上
の
避
難
訓
練
。
そ
ん

な
中
で
、
生
き
た
防
災
教
育
を

進
め
て
行
き
ま
す
。
今
年
度
も
、

十
月
に
防
災
参
観
日
と
し
て
、

地
域
と
と
も
に
避
難
所
運
営
訓

練
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
Ｈ
Ｐ
も
随
時
更
新
中
で
す
。

校
長
　
布
　
正
人

りよだ校学

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の

力
で
「
三
浦
小
な
ら
で
は
」
の

教
育
を
つ
く
る
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ふ
る

さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
挑
戦
）」

三
浦
小
学
校

6年生よる1年生への読み聞かせ

三浦の夏祭り

遠足での避難訓練
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◆
は
じ
め
に

　
昭
和
１７
年
に
現
在
地
へ
校
舎

を
建
築
落
成
さ
れ
て
、
今
年
で

７６
年
目
を
向
か
え
た
伊
与
喜
小

学
校
舎
、
そ
の
門
柱
に
古
き
歴

史
を
感
じ

と
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

　
伊
与
喜

小
学
校
の

歴
史
は
、

そ
れ
よ
り

さ
ら
に
古
く
、
創
立
か
ら
今
年

で
１
４
５
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

本
年
度
は
、
新
入
生
１
人
を
迎

え
児
童
数
１５
人
で
、
完
全
複
式

の
３
学
級
、
教
職
員
６
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
に
保
護
者
お
よ
び

地
域
全
体
が
と
て
も
協
力
的
で

温
か
く
、
学
校
・
保
護
者
・
地

域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
各

種
行
事
や
学
習
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
『
未
来
に
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
た
児
童
の
育
成
』

重
点
目
標
に
、

①
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ

た
教
育
の
推
進

②
自
己
表
現
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成

③
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
実
践

の
３
点
を
柱
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆
目
標
達
成
に
向
け
て

　
（
伊
与
喜
小
学
校
の
１
日
）

　
伊
与
喜
小
学
校
は
、
毎
日
の

集
団
登
校
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
学
校
に
来
て
児
童
が
最
初
に

す
る
の
が
、
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
自
分
の
や
る
こ

と
を
自
分
で
見
つ
け
行
い
ま
す
。

校
庭
の
草
引
き
や
花
壇
へ
の
水

や
り
、
落
ち
葉
集
め
な
ど
が
主

で
す
。
校
内
の
場
合
は
、
本
の

整
理
や
教
室
内
の
整
理
整
頓
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
期
に

よ
っ
て
は
、
伊
与
喜
駅
へ
置
か

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
タ

ー
の
花
へ
の
水
や
り
に
も
行
き

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で

も
自
主
的
な
活
動
で
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
愛
校
心
や
進
ん

で
活
動
で
き
る
児
童
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
に
５
時
間
目
ま
で
授

業
を
行
い
ま
す
。
完
全
複
式
な

の
で
、
直
接
指
導
や
間
接
指
導

を
行
い
な
が
ら
、
自
主
性
も
含

め
て
確
か
な
学
力
の
定
着
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
３
時
間
目
終
了
後
に
業
間
運

動
も
位
置
づ
け
て
お
り
、
遊
具

を
使
っ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
の
ほ
か

に
一
輪
車
や
マ
ラ
ソ
ン
、
縄
跳

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。
日
常
的

な
運
動
の
場
を
設
定
し
、
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
、
健
康
、
体

力
の
保
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

　
給
食
の
準
備
時
や
給
食
が
早

く
終
わ
っ
た
児
童
は
、
読
書
を

し
て
待
ち
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
図
書
館
以
外
に
教
室
や
廊

下
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
前
な
ど
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
本
を
手
に

取
り
読
書
が
で
き
る
よ
う
図
書

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
昼
休
み
終
了
後
は
、
も
く
も

く
掃
除
と
な
り
ま
す
。
児
童
が

少
な
い
の
で
、
１
年
生
か
ら
も

う
立
派
な
戦
力
で
、
掃
き
掃
除

や
雑
巾
が
け
、
ト
イ
レ
掃
除
も

任
さ
れ
ま
す
。
縦
割
り
班
に
よ

る
掃
除
活
動
を
通
し
て
、
下
級

生
は
上
級
生
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
上
級
生
は
責
任
感
と

リ
ー
ダ
ー
性
が
育
ま
れ
る
大
切

な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
６
時
間
目
が
終
わ
る
と
、
図

書
活
動
に
入
り
ま
す
。
全
児
童

が
本
の
交
換
お
よ
び
読
書
を
す

る
時
間
で
す
。
今
年
度
よ
り
必

読
図
書
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
以

外
に
各
学
年
に
読
書
目
標
冊
数

を
改
め
て
設
定
し
直
し
、
学
期

ご
と
に
評
価
活
動
も
取
り
入
れ
、

読
書
へ
の
関
心
・
意
欲
づ
け
を

図
っ
て
い
ま
す
。
　

　
帰
り
の
会
が
終
了
し
た
学
級

か
ら
、
放
課
後
学
習
の
始
ま
り

で
す
。
３
カ
所
に
わ
か
れ
て
、

３０
分
間
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
も
、
自
主
的
活
動
の
位
置

づ
け
で
、
個
々
に
合
っ
た
速
さ

で
、
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
、
算
数
だ
け

で
な
く
国
語
に
も
取
組
を
広
げ
、

学
力
向
上
に
向
け
た
、
基
礎
学

力
の
定
着
を
図
る
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
集
団
下
校
前
に
は
、
全
員
が

児
童
玄
関
に
集
合
し
て
挨
拶
を

交
わ
し
、
職
員
は
児
童
を
見
送

っ
て
、
１
日
の
学
校
生
活
が
終

了
と
な
り
ま
す
。
児
童
が
毎
日

笑
顔
で
、「
今
日
も
一
日
楽
し
か

っ
た
ね
」
、「
明
日
も
早
く
学
校

に
行
き
た
い
」
と
思
え
る
学
校

で
あ
る
よ
う
、
今
後
も
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
低
学
年
か
ら
地
域
に
出
向
き
、

地
域
を
知
る
学
習
か
ら
始
ま
り
、

出
会
い
と
触
れ
合
い
を
行
い
ま

す
。

　
中
学
年
に
な
る
と
、
そ
れ
よ

り
さ
ら
に
地
域
活
動
へ
の
参
加

や
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
出
会

い
、
繋
が
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

高
学
年
に
な
る
と
地
域
を
深
く

見
つ
め
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
地
域
の

方
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き

る
活
動
で
す
。
地
域
と
学
校
を

つ
な
ぎ
な
が
ら
、
故
郷
へ
の
愛

情
と
誇
り
を
持
ち
、
故
郷
に
対

し
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
実
行
で
き
る
児
童
を
育
成
す

る
た
め
に
も
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

◆
お
わ
り
に

　
今
年
度
よ
り
、
全
児
童
に
よ

る
話
し
合
い
活
動
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
学
年
の

枠
を
超
え
て
主
体
的
・
協
働
的

な
活
動
場
面
を
増
や
す
こ
と
で
、

集
団
の
中
で
の
表
現
す
る
力
や

思
い
や
り
の
心
、
伊
与
喜
家
の

絆
を
育
む
よ
う
、
今
後
も
、
取

組
を
進

め
て
い

き
た
い

と
考
え

て
い
ま

す
。

りよだ校学

校
長
　
川
村
　
美
香

「
未
来
に
生
き
る
力
を

 
身
に
つ
け
た
児
童
の
育
成
」

伊
与
喜
小
学
校

門柱

秋の運動会に向けて
地域の方との作業風景
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慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
自
覚
症

状
が
乏
し
い
た
め
、
気
付
か
ず
に
進
行

し
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
１
３
３
０

万
人
（
成
人
の
８
人
に
１
人
）
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
透

析
治
療
が
必
要
な
腎
不
全
と
な
り
、
生

命
や
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
早
期
発
見

の
た
め
に
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

◆
腎
臓
の
５
つ
の
働
き
に
つ
い
て

①
老
廃
物
を
排
出
す
る
働
き

　
血
液
を
ろ
過
し
、
老
廃
物
や
塩
分
を

尿
と
し
て
体
外
へ
排
出
し
ま
す
。
腎
臓

の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
そ
れ
ら
老
廃

物
や
毒
素
が
体
に
溜
ま
り
、
尿
毒
症
に

な
り
ま
す
。

②
血
圧
を
調
整
す
る
働
き

　
塩
分
と
水
分
の
排
出
量
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
血
圧
を
調
整
し
ま
す
。
腎
臓

の
働
き
が
低
下
す
る
と
高
血
圧
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
血
圧
が
腎

臓
に
負
担
を
か
け
、
働
き
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
血
液
を
つ
く
る
働
き

　
骨
髄
に
対
し
て
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、

赤
血
球
を
つ
く
る
よ
う
に
命
令
を
出
し

ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、

血
液
が
十
分
に
つ
く
ら
れ
ず
貧
血
に
な

り
ま
す
。

④
体
液
量
や
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

す
る
働
き

　
体
内
の
体
液
量
や
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス

を
調
整
し
た
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
体
内
に

取
り
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
腎
臓
の
働
き

が
低
下
す
る
と
体
液
量
の
調
整
が
う
ま

く
い
か
ず
、
体
が
む
く
ん
だ
り
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

⑤
骨
形
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
働
き

　
腎
臓
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
必
要

な
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
う
ま
く
い
か
ず
、

骨
が
も
ろ
く
な
り
ま
す
。

◆
生
活
習
慣
病
と
の
深
い
関
わ
り
に
つ

い
て

　
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
心
血

管
疾
患
の
危
険
因
子
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
肥

満
）
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
や
症
状
の
進

行
に
互
い
に
大
き
く
影
響
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　
慢
性
腎
不
全
で
多
い
と
言
わ
れ
て
い

る
糖
尿
病
か
ら
く
る
糖
尿
病
性
腎
症
は
、

血
糖
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
ま
た
高
血

圧
に
よ
る
腎
硬
化
症
は
、
血
圧
を
適
切

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
そ
の

発
症
や
予
防
、
進
行
の
遅
延
が
可
能
で

す
。

◆
血
管
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

　
以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、

血
圧
や
血
管
の
健
康
管
理
が
で
き
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
食
べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
る

②
早
食
い
を
し
な
い

③
運
動
不
足
を
解
消
す
る

④
肥
満
に
気
を
つ
け
る

⑤
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
す
る

⑥
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

⑦
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
な
い

⑧
禁
煙
に
心
が
け
る

◆
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

　
た
ん
ぱ
く
質
は
、
血
液
や
筋
肉
な
ど

私
た
ち
の
体
を
つ
く
る
の
に
欠
か
せ
な

い
栄
養
素
で
す
が
、
体
内
で
分
解
さ
れ

る
際
に
、
尿
素
窒
素
な
ど
の
老
廃
物
が

発
生
し
ま
す
。
こ
の
老
廃
物
を
体
外
に

排
泄
す
る
の
が
腎
臓
に
な
り
ま
す
。
た

ん
ぱ
く
質
の
摂
り
過
ぎ
は
、
腎
臓
に
負

担
を
か
け
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
た
ん
ぱ
く
質
の
多
い
食
品
】

肉
類
、
魚
介
類
、
卵
、
大
豆
製
品
、
乳

製
品
　
な
ど

◆
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
な
く
、
体
調
不
良
を
覚
え
た
時

に
は
、
か
な
り
病
状
が
進
ん
で
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
の
状

態
を
知
る
に
は
、
尿
検
査
と
血
液
検
査

に
よ
る
診
断
が
不
可
欠
で
す
。
毎
年
、

健
康
診
断
を
受
け
て
腎
臓
の
状
態
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

健

知

袋

康

恵

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）に

気
を
つ
け
よ
う



広報くろしお  №152　2018（平成30）年11月号潭

大方地域

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

9：30～12：00下田の口コミュニティセンター下田の口ふれあいサロン16日（金）

10：00～13：00鞭老人憩の家鞭 ふ れ あ い サ ロ ン
19日（月）

※09：30～10：30地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談

21日（水） 10：00～12：00あったかふれあいセンター北郷北郷ふれあいサロン

20日（火） 9：30～10：30大方橘川集会所大 方 橘 川 健 康 相 談

受診券を確認下馬荷集落センターほか10カ所
肺がん検診（未受診者対象）

22日（木）

27日（火）

大腸がん検診（未受診者対象、容器配布）

8：30まで11/22の配布時にお知らせ大腸がん検診（容器回収）

28日（水） ※13：00～13：20保健福祉センター乳 児 健 診

29日（木） 9：30～12：00有井川集会所有井川ふれあいサロン

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10：00～11：00奥湊川老人憩の家奥 湊 川 健 康 相 談3日（月）

10：00～11：00灘集会所灘 健 康 相 談6日（木）

7日（金） 10：00～12：00入野本村集会所入野本村ふれあいサロン

12日（水） 12：30～14：00町集会所新町ふれあいサロン

9：30～12：00浮津集落センター浮津ふれあいサロン13日（木）

14日（金）
10：00～12：00早咲集会所早咲ふれあいサロン

10：00～12：00芝集会所芝 ふ れ あ い サ ロ ン

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

9：30～13：00市野々川集会所市野々川ふれあいサロン4日（火）

9：30～11：00上分集会所上分ふれあいサロン5日（水）

9：30～11：00保健センターいきいき☆ロコクロ倶楽部

12日（水）

7日（金）

13：30～14：30市野瀬集会所市 野 瀬 健 康 相 談

10：00～13：30総合センター佐賀ふれあいサロン13日（木）

14日（金） 9：30～11：00保健センターいきいき☆ロコクロ倶楽部

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１１
月
中
旬
か
ら
１２
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁

4
3
―

2
8
3
6

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁

5
5
―

7
3
7
3

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10：00～11：00佐賀保育所愛 育 相 談26日（月）

9：30～11：00保健センターいきいき☆ロコクロ倶楽部30日（金）

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

大野内科 蕁37－5281

正木整形外科 蕁34－5252

宿毛市　（0880）

筒井病院 蕁66－0013

奥谷整形外科 蕁63－1202

大井田病院 蕁63－2101

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

11/18（日）

23（金）

25（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁66－222212/2（日）

森下病院 蕁34－2030 聖ヶ丘病院 蕁63－2146 9（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

大西病院 蕁22－1191
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地震発生!
じ しん はっ じ しん けいせい

地震計
きしょうちょう

気象庁 テレビ・ラジオなど

震源近くの地震計で
地震波をキャッチ

震源や規模、予想され
る揺れの強さ（震度）
などを自動計算し、緊
急地震速報を発表

地震による強い揺れ
が始まる前に素早くお
知らせ

 　
１１
月
３
日
（
土
）
、
黒
潮
町
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、「
第
４
回
黒
潮
町
地
区
防
災

計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
大
方
中
学
校
生
徒
に
よ
る

実
践
報
告
や
白
浜
地
区
、
有
井
川
地
区

の
取
組
発
表
、
宮
城
県
多
賀
城
高
校
の

佐
々
木
校
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
を

乗
り
越
え
た
実
体
験
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
京
都
大
学
防
災
研
究
所
巨
大

災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
矢
守
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
４
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
「
地
区
防
災
計
画
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
防
災
の
意
識
を
高
め

自
ら
の
命
と
生
活
を
守
れ
る
よ
う
、
ご

家
族
、
ご
近
所
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
夜
間
津
波
避
難
訓
練
に
つ
い
て

　
地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
同

日
、
午
後
７
時
か
ら
夜
間
津
波
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
震
発
生
を
お
知
ら
せ
す
る
緊
急
地

震
速
報
が
町
内
放
送
、
告
知
端
末
か
ら

鳴
り
ま
す
の
で
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
（
身
を
守
る
行
動
）
と
し
て
ま
ず
低
く
、

頭
を
守
り
、
動
か
な
い
、
揺
れ
が
収
ま

っ
た
ら
安
全
の
確
認
を
し
て
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
夜
間
の
訓
練
の
た
め
、
避
難
時
は
懐

中
電
灯
や
反
射
す
る
物
を
身
に
着
け
て
、

安
全
を
最
優
先
に
考
え
て
訓
練
を
行
う

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
訓
練
状
況
の
撮
影
と
そ
の
記
録
を
今

後
の
防
災
資
料
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
普
段
の
備
え
と
合
わ
せ
て
、
年

に
１
度
の
夜
間
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、

自
分
の
命
は
も
と
よ
り
家
族
や
友
人
な

ど
の
命
も
助
け
ら
れ
る
よ
う
（
共
助
）

訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
緊
急
地
震
速
報
を
ご
存
じ
で
す
か

　
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
初
に
襲
う

の
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
想
像
を
絶

す
る
強
い
揺
れ
で
す
。
　
　
　

　
こ
の
強
い
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、「
住
宅
や
建
造
物
の
耐
震
化
」
、「
家

具
等
の
転
倒
防
止
」
、「
非
常
持
出
し
袋

の
準
備
」
な
ど
事
前
の
備
え
と
、
実
際

に
地
震
が
発
生
し
た
際
の
強
い
揺
れ
の

到
達
を
知
ら
せ
る
「
緊
急
地
震
速
報
を

活
用
し
た
適
切
な
行
動
」
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
の
内
容
の

理
解
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話

の
音
の
認
知
度
は
低
く
、
実
際
に
見
聞

き
し
た
場
合
の
身
を
守
る
行
動
が
と
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

※
緊
急
地
震
速
報
と
は
…

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
強
い
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
地
震
発
生
の
場
所

や
強
い
揺
れ
の
到
達
地
点
に
も
よ
り
ま

す
が
、
各
地
で
の
強
い
揺
れ
の
到
達
時

刻
や
震
度
を
予
想
し
、
可
能
な
限
り
、

早
く
知
ら
せ
る
情
報
の
こ
と
で
す
。（
下

記
参
照
）

　
緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
、
強
い

揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で
に
十
数
秒
か
ら

数
十
秒
の
猶
予
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
に
、
身
を
守
る
行
動
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
命
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
149

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

南
海
地
震
対
策
係
　
蕁

4
3
―

2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―

3
1
1
3

地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

このほかにも不明な点などがありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

※1 国民健康保険の時に口座振替をしていても、後期高齢者医療保険に加入後は再度の口座振替の手続きが

  必要です。

※2 70歳以上75歳未満は、同じ年齢でも制度や所得に応じて負担割合が異なります。

～ 国民健康保険と後期高齢者医療保険の違いについて ～
 「後期高齢者医療保険」は、平成20年4月から開始された制度です。「国民健康保険」と同じ医

療保険ですが、仕組みが異なります。制度の主な違いについて以下の表で説明します。

【制度の主な違い】

後期高齢者医療保険国民健康保険

被保険者

・75歳未満で、ほかの健康保険に加入さ

れていない方

・75歳以上の方

・65歳以上75歳未満で、障害認定の申

請により加入した方

保険料

※国保は保険税

平等割＋均等割＋所得割＋資産割を世帯

単位で計算し、世帯主に課税されます。

被保険者個人ごとに、均等割＋所得割を計

算します。

保険料の納め方

特別徴収（年金天引き）　以下の条件が

揃っている世帯主が対象です。

・世帯の国保加入者が全員65歳以上

・年金が年18万円以上

・特別徴収されている介護保険料と国保

税が年金の1/2を超えない場合

普通徴収（年金天引きとならない場合）

　①金融機関などの窓口で納付

　②口座振替�

特別徴収（年金天引き）

年金が年18万円以上で、介護保険料と

後期高齢者医療保険料が年金の1/2を超

えない方が対象です。

普通徴収（年金天引きとならない場合）

①金融機関などの窓口で納付

②口座振替　※1

手続き

加入

・他の市町村から転入

・他の健康保険が切れた時

・出生した時

・生活保護を受けなくなった時

脱退

・他の市町村へ転出

・他の健康保険に加入した時

・生活保護を受け始めた時

75歳の誕生日から自動的に被保険者に

なり、届出は不要です。※1

手続きが必要な時

・他の市町村から転入

・他の市町村へ転出

・生活保護を受け始めた時

・生活保護を受けなくなった時

保険証の期限 4月1日～翌年3月31日 8月1日～翌年7月31日

限度額認定証の期限
8月1日～翌年7月31日

年ごとに申請が必要

8月1日～翌年7月31日

年ごとの申請が省略される場合があります。

自己負担額 年齢や所得に応じて1割～3割　※2 所得に応じて1割または3割

○お問い合わせ・届出【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

高齢者大学・介護予防講演会

介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　9月18日（火）、黒潮町老人クラブ連合会主催の「平成30年度黒潮町高齢者大学」がふるさと総合センター

で行われ、約150人が参加。大分県大分市内で3カ所のデイサービス事業所を運営する（株）ライフリー代表取

締役・佐藤孝臣さんの講演と、デイサービスセンター浮鞭の事業報告があり、介護予防について学びました。

「介護保険は元気になるための保険」高齢者大学で介護予防講演会

◆デイサービスセンター浮鞭  「通所型短期集中運動機能向上サービス」事業報告

メッツ 生活活動の例

1.8 立ち話、皿洗い

2.0 料理、食材の準備、洗濯

3.0 犬の散歩

3.3 掃き掃除、掃除機かけ

3.5 散歩、床磨き、風呂掃除

151

～利用者の体験発表～

・脳梗塞で3カ月入院。退院後リハビリのため散歩をしていたが

転倒し、歩きに出るのが怖くなった。このサービスを利用した

ことで、だんだん体力がつき、機能が回復。表情も明るくなった。

サービス修了後は、自主訓練グループを作って仲間と一緒に週

1回運動を続けている。

・交通事故の後遺症で、歩いているとすぐに膝が折れてよく転倒

していた。サービスを開始してからは、一度も転倒しなくなった。

栄養指導もあり、食事に気をつけるようになり、間食を徐々に減らしたことで体重も減った。卒業

後は楽に歩けるようになった。

◆（株）ライフリー  佐藤孝臣さん  介護予防講演会

～いくつになっても元気でいきいき！生活を楽に人生を楽しくする介護予防～

・介護保険は、お世話を受ける保険ではなく、皆さんが元気にな

るための保険です。

・社会参加することが一番の介護予防です。ボランティア、サロン、

畑仕事など、楽しく身体を動かすことがとてもいいので、どん

どん参加しましょう。

・介護保険を使うことで、生活不活発病（廃用症候群）になっては

いけません。サービスを利用して楽になる、ということは、身

体を使っていないということ。安静にしていると1週目で20％、

2週目で40％、3週目で60％も筋力が低下します。

・生活が不活発になったら、いろんな病気を引き起こします。筋力を使わないと、基礎代謝率が落ち、

動脈硬化がすすみ、脳血管疾患や脳梗塞・認知症に移行する。だから、ちょっと悪くなったとき、

すぐに短期間のリハビリをやることが、病気の予防になります。

・1メッツは、1時間に1キロ歩く運動量。料理は2メッツ、掃除機かけは3.3メッツ。特別なことを

しなくても、日常生活でできることを増やせば、運動して

いることと同じです。

・低栄養の人は、たんぱく質（豆腐、小魚、牛乳、卵など）を

摂ることで、筋肉が付き、運動の効果が出ます。

・歯のケアはとても大事。歯科の定期受診をして、歯科衛生

士などの指導を受けましょう。

・認知症予防には、運動以外にも、「栄養」「歯磨き」「水分摂取」

が有効です。
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ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
〜

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大

切
に
保
管
を
〜
〜

　
　

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
平
成

３０
年
１
月
１
日
か
ら

１０
月

１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

１１

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
、
領
収
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
９
月
下
旬

か
ら

１０
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
は
、

１１
月
中
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送

付
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、

１０
月
２
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま

で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た

方
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、

左
記
の
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
ハ

ガ
キ
に
も
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
蕁

０
５
７
０
―

０
０
３
―

０
０
４

　
（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
）

　
蕁

０
３
―

６
６
３
０
―

２
５
２
５

◆
受
付
期
間

　
１１
月
１
日
（
木
）

　
　
〜
平
成

３１
年
３
月

１５
日
（
金
）

◆
受
付
時
間

・
月
〜
金
曜
日
　

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）

　
１２
月

２９
日
〜
１
月
３
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電

話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、

一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携
帯
電
話

な
ど
）
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

通
常
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
３
―
６
６
３
０
―
２
５
２
５
」

の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る
場
合

は
、
通
常
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省

略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間

違
い
電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間

違
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
ほ
か
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
黒
潮
町
で
は
、
が
ん
検
診
受
診
機
会

の
拡
大
に
よ
る
検
診
受
診
率
向
上
お
よ

び
早
期
発
見
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
が
ん
の
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
乳
】
　
今
年
度
で

４１
歳
の
女
性

【
子
宮
】
今
年
度
で

２１
歳
の
女
性

◆
検
診
は
お
済
み
で
す
か

　
平
成

３１
年
２
月

２８
日
ま
で
受
診
で
き

ま
す
。「
平
日
に
仕
事
の
都
合
が
つ
か

な
い
」
な
ど
で
受
診
を
あ
き
ら
め
て
い

た
方
も
、
土
日
に
個
別
検
診
が
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
個
別
検
診
は
、
ク
ー
ポ
ン
対
象

者
以
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

受
診
に
際
し
て
は
ク
ー
ポ
ン
券
と
受
診

票
が
必
要
で
す
。
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁

５
５
―

７
３
７
３

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
み
な
さ
ま
へ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
６
人
の
う
ち
、
矢
野
博
幸
さ

ん
と
矢
野
健
康
さ
ん
が
９
月
末
日
で
任

期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
人

権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
た
に
澳
本
ま
り
さ
ん
・
松
田
和
年

さ
ん
が

１０
月
１
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

特
設
人
権
相
談
所
や
個
別
相
談
な
ど
で
、

皆
さ
ん
の
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 ◆
そ
の
ほ
か
の
黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
村
越
豊
年
（
佐
賀
）

・
松
本
輝
雄
（
入
野
）

・
宗
闢
小
代
（
伊
與
喜
）

・
宮
闢
英
雄
（
荷
稲
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
で
、
現
在
、
約
１
万
４
千
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
全
国
の
各
市
町
村
（
区

を
含
む
）
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
法
務
局
と
連
携
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
手
伝
い
や
、
人
権
侵
害
の

被
害
者
の
救
済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
（
予
約
不
要
）
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月
９
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
鞭
集
会
所

・
１１
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

・
１１
月

２９
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

・
１２
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

※
１１
月
９
日
午
後
の
相
談
所
に
は
、
行

政
書
士
も
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
５
５
―

３
１
１
３

　
黒
潮
町
で
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者

相
談
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
悩
み

相
談
に
対
応
す
る
た
め
弁
護
士
を
招
き
、

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

 
近
年
町
内
で
も
悪
質
商
法
に
よ
る
高

齢
者
の
被
害
や
、
多
重
債
務
を
抱
え
る

方
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、

な
か
な
か
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月

１４
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
３
時

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

※
相
談
時
間
は
一
人

３０
分
以
内

 
（
事
前
予
約
制
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
庁
舎 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
５
５
―

３
１
１
３

　
佐
賀
庁
舎 

海
洋
森
林
課 

商
工
係

蕁
５
５
―

３
１
１
５

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
弁
護
士
資
格
の

あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
特
に
、
法
律
関
係
に
つ

い
て
お
困
り
、
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
日
　
奇
数
月
第
４
木
曜
日

 
 
 
 
 

（
１１
月
は
第
３
木
曜
日
）

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

※
事
前
予
約
制
に
つ
き
、
事
前
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は

１
人

３０
分
以
内
。
相
談
料
無
料
、
秘

密
厳
守
で
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約

 
高
知
地
方
法
務
局 

四
万
十
支
局

蕁
３
４
―

１
６
０
０

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

人
権
擁
護
委
員
交
代
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
開
催

（入野）

澳本　まり
おく もと

（馬荷）

松田　和年
まつ だ かず とし

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催
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名
勝
入
野
松
原
お
よ
び
周
辺
海
岸
の

一
斉
清
掃
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
主
催
　
入
野
松
原
保
存
会

◆
日
時
　

１１
月

１８
日
（
日
）

 
 
 
 

午
前
８
時
〜

１０
時
（
予
定
）

◆
集
合
場
所

　
海
の
バ
ザ
ー
ル
・
宮
川
公
園
・
大
方
球
場

東
駐
車
場
・
大
規
模
公
園
鞭
駐
車
場
海

岸
降
り
口
・
浮
津
海
水
浴
場
駐
車
場

◆
清
掃
場
所

 
入
野
松
原
・
入
野
海
岸
・
浮
鞭
海
岸

周
辺

※
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
は
事
務
局
で
準
備

※
今
年
度
か
ら
「
あ
っ
た
か
高
知
。
秋

の
お
も
て
な
し
一
斉
清
掃
」
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
て
実
施
し
ま
す
。

「
名
勝
入
野
松
原
」
と
保
存
・
清
掃
活
動

　
１
９
２
８
年
に
当
時
の
内
務
省
が
「
名

勝
入
野
松
原
」
を
指
定
。
先
人
た
ち
は
、

１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
の
間
隔
で
繰

り
返
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、
毎

年
の
よ
う
に
襲
う
台
風
な
ど
の
暴
風
雨

に
抗
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
松
を
植
え
、

崩
れ
や
す
い
積
み
木
を
積
み
続
け
る
よ

う
に
入
野
松
原
を
つ
く
り
続
け
て
き
ま

し
た
。

　
松
原
は
台
風
時
の
高
潮
や
、
地
震
時

の
津
波
の
破
壊
力
を
弱
め
、
漂
流
物
の

移
動
を
防
止
し
ま
す
。
ま
た
、
強
風
に

よ
る
砂
丘
の
移
動
を
防
い
で
海
岸
に
高

所
を
保
ち
、
津
波
・
高
潮
の
浸
入
を
防

止
し
ま
す
。
ま
た
、
松
原
の
中
に
は
、

多
く
の
自
然
が
あ
り
、
植
物
だ
け
で
な

く
鳥
類
、
昆
虫
類
、
は
虫
類
な
ど
が
生

息
し
、
学
習
の
場
と
し
て
は
欠
か
せ
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
入
野
松
原
は
松
く
い
虫
に

よ
っ
て
１
９
７
５
年
か
ら
徐
々
に
被
害

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
そ
の

被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。
伐
倒
駆
除
や

薬
剤
地
上
散
布
な
ど
に
よ
っ
て
防
除
対

策
も
取
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
多
く
の

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
黒
潮
町
（
旧
大
方

町
）
で
は
１
９
８
９
年
、
入
野
松
原
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、
保
存
に
向
け
て
の

活
動
・
調
査
が
本
格
化

し
、
小
・
中
学
校
生
の

植
樹
や
地
域
住
民
参
加

の
清
掃
な
ど
に
よ
り
、

現
在
の
入
野
松
原
の
景

観
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
入
野
松
原
保
存
会
事
務
局

　
（
本
庁 

産
業
推
進
室 

観
光
係
）

蕁

４
３
―

２
１
１
３

　
第

５６
回
ま
る
ご
と
産
業
祭
が

１１
月

１１

日
（
日
）
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
、
土
佐

西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交

通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

で
は
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
協

賛
に
よ
り
、
ミ
ニ
列
車
・
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
の
乗
車
体
験
、
反
射
神
経
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
会

場
で
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
素
敵
な
景
品
と
交
換
で
き
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
て
い
ま
す（
台

紙
は
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
テ
ン
ト
付

近
で
配
布
）。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
ミ
ニ
列
車
乗
車

・
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
体
験

・
高
速
バ
ス
の
展
示

・
反
射
神
経
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
案
内

・
グ
ッ
ズ
販
売

・
バ
ス
・
鉄
道
の
運
転
手
の
制
服
を
着

て
記
念
撮
影

・
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
４
０
０
名
様
）

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◆
場
所

　
第

５６
回
ま
る
ご
と
産
業
祭
会
場

　
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
駐
車
場
）

◆
お
得
な
公
共
交
通
情
報

　
毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
、
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
四
万
十
く
ろ
し
お
ラ
イ

ン
（
中
村
・
宿
毛
線
）
宿
毛
―
窪
川
間
の

普
通
列
車
が
大
人
５
０
０
円
、
小
人
３

０
０
円
で
１
日
乗
り
放
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
産
業
祭
当
日
は
土
佐
入
野
駅
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す

の
で
、「
土
佐
く
ろ
お
で
か
け
き
っ
ぷ
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

企
画
調
整
室 

地
域
振
興
係

蕁

４
３
―

２
１
７
７

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

ま
る
ご
と
産
業
祭

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南

交
通
バ
ス 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

名
勝
入
野
松
原
・
周
辺
海
岸
一
斉
清
掃
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒
潮
町
集
落
営
農
研
究
会
の
開
催

認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会

障
が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

　
休
み
期
間
中
に
日
中
活
動
の
場
所
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
介
護

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
障
が

い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

◆
対
象
者

・
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
在
学
中
の
方

・
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

１８
歳
以
下
の

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

・
１８
歳
以
下
の
発
達
障
が
い（
自
閉
症
・

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
学
習
障
が

い
・
注
意
欠
如
／
多
動
性
障
が
い
な

ど
）
の
方

◆
期
間

　
１２
月

２５
日
（
火
）
〜

２８
日
（
金
）

　
平
成

３１
年
１
月
４
日（
金
）・
７
日（
月
）

　
休
み
　
土
日
・
祭
日

◆
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分

◆
内
容

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
療
法
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
、
日

常
生
活
動
作
の
支
援
、
療
育
な
ど
の
支

援

◆
利
用
料
金
（
１
人
当
た
り
）

　
１
日
６
０
０
円

　
半
日
３
０
０
円

◆
開
催
場
所

　
大
方
誠
心
園

◆
持
参
す
る
も
の

　
お
弁
当

※
事
前
の
申
込
に
て
１
食
３
０
０
円
で

提
供
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―
２
１
１
６

　
黒
潮
町
集
落
営
農
研
究
会
が
９
月

１８

日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

４２
名
の
農
業
従

事
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
同
研
究
会
は
、
進
行
す
る
農
家
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
、
集
落
や
地
域
が
協
力
し
営
農
活

動
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
行
っ
て

お
り
、
当
日
は
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
農
薬
散
布
の
実
証
、
集
落
営

農
先
進
地
視
察
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
実
証
は
、
今
後

の
農
薬
散
布
に
か
か
る
労
働
時
間
の
削

減
や
作
業
効
率
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
役
場
担
当
者
よ
り
集
落
営
農
先
進

地
視
察
の
報

告
を
行
い
、

今
後
の
農
地

維
持
の
た
め

に
は
集
落
単

位
の
営
農
活

動
だ
け
で
は

な
く
、
若
い

農
家
や
非
農

家
と
連
携
し

た
地
域
で
の

営
農
活
動
が

必
要
と
伝
え

ま
し
た
。

　
参
加
し
た

農
業
従
事
者

か
ら
は
、「
個

人
で
は
で
き
な
い
取
組
も
、
地
域
で
協

力
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
と
知
れ
た
。

今
後
の
営
農
に
対
す
る
選
択
肢
が
増
え

た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
集
落
営
農
先
進
地
視

察
や
地
域
座
談
会
を
行
う
こ
と
で
、
集

落
営
農
の
取
組
を
普
及
啓
発
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
農
業
振
興
課 

農
業
振
興
係

蕁

４
３
―

１
８
８
８

　
認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会
は
、
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
集

ま
り
、
日
々
の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、

喜
び
な
ど
、
互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合

う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
の
思
い
や
体
験

談
な
ど
を
語
り
合
い
、
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑
賞
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
　

１１
月

１７
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
前

１１
時

３０
分

◆
場
所
　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
に
し
き
の
広
場

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
 

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
し

き
の
広
場

蕁

４
３
―

３
６
３
０

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁

４
３
―

２
２
４
０

S
U

P

P
O

R T  C E N

T
E

R

人
が 元

気

黒潮町地域包括
支援センター
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

平成30年度、県が実施する狩猟免許試験を受験する方のための講習会を下記により開催しますので

希望者はお早めに最寄りの地区猟友会へお申し込みください。

猟友会が実施する初心者講習会

場　所 日　時 会　場� 実施する講習

安芸市 12月16日（日） 安芸市民会館 わな猟

四万十市 11月25日（日） 9時

9時

高知はたJA会館
第一種銃猟
第二種銃猟
わな猟

高知市 1月20日（日） 9時 高知県立ふくし
交流プラザ

第一種銃猟
第二種銃猟
わな猟

１、講習は午前9時30分より午後5時まで（受付は9時から）�     

　　※講習終了時間は受講人数や受講種類によって前後するこ

　　　とがあります。�     

２、受講料　7,000円（※テキスト代含む）�     

３、当日は筆記用具をご持参ください。�     

４、初心者講習会の申し込みは各地区猟友会へ

　　※定員は各会場50名まで�     

　　※各試験日の10日前までに猟友会へ必着するよう申請し

　　　てください。�     

◎初心者講習会　申し込み・問合せ先

　〒780－0901 高知市上町2丁目7－2

　一般社団法人 高知県猟友会　蕁（088）856－6641      �     

　初心者講習会の申込書は猟友会ホームページよりダウンロー

ドできます。  ホームページ http：//www.kochi－ryoyu.com/   

県が実施する狩猟免許試験

場　所 日　時 会　場� 試験を行う免許の種類

安芸市 12月20日（木） 安芸市民会館 わな猟

四万十市
12月1日（土）

10時

10時

高知はたJA会館
わな猟

12月2日（日） 第一種銃猟、第二種銃猟

試験申請手数料　5,200円（一部免除者は3,900円）�     

※各試験日の10日前までに高知県猟友会または県へ必着する

　よう申請してください。�     

◎狩猟免許試験　申し込み・問合せ先�     

　〒780－8570 高知市丸ノ内1－2－20（県本庁舎3階）　�     

　高知県 鳥獣対策課　蕁（088）823－9042     

　または、一般社団法人高知県猟友会までお問合せください。�    

　試験申請書等は鳥獣対策課ホームページよりダウンロードで

きます。�     

ホームページ　http：//www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/070201/  

高知市
1月26日（土）

10時
高知県立ふくし
交流プラザ

第一種銃猟、第二種銃猟

1月27日（日） わな猟

　
高
知
県
や
市
町
村
、
産
業
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
毎
年
６
月
・

１２
月
に
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
会
「
高
知
暮

ら
し
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
紹
介
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

県
内
企
業
へ
の
就
職
相
談
や
県
・
市
町

村
担
当
者
に
よ
る
移
住
 

相
談
、
一
次

産
業
へ
の
就
業
相
談
な
ど
、
高
知
で
暮

ら
す
た
め
の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

相
談
会
で
す
。

　
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
お
知

り
合
い
の
方
に
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要
・
入
退
場
＆

服
装
自
由
・
託
児
無
料

【
大
阪
会
場
】

◆
日
時
　

１２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前

１１
時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
　
ハ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
ハ
ー
ビ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
地
下
２
階
）

【
東
京
会
場
】

◆
日
時
　

１２
月
９
日
（
日
）
 

　
　
　
　
午
前

１１
時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
東
京
交
通
会
館

１２
階
）

○
お
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
高
知
県
移
住
促
進
・
人
材
確
保

セ
ン
タ
ー 

移
住
・
交
流
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
蕁

０
８
８
―

８
２
３
―

９
３
３
６

　
１２
月

１６
日
（
日
）
に
、
わ
な
げ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
大
会
で
す
。
成
績
が
上
位
の

方
に
は
景
品
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
場
所
　
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
）

　
　
　
　
２
階
　
大
ホ
ー
ル

◆
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

◆
持
ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

◆
申
込
　
チ
ラ
シ
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
左
記
ま
で
提
出

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
黒
潮
町
社
会
福
祉
協
議
会

蕁

５
５
―

３
３
７
１

高
知
県
最
大
級
の
U
タ
ー
ン
・
I

タ
ー
ン
相
談
会
「
高
知
暮
ら
し

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す

第
６
回
黒
潮
町
わ
な
げ
大
会
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
一
般
社
団
法
人
国
際
ス
タ
イ
リ
ン
グ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
に
よ
る
参
加
型
セ

ミ
ナ
ー
「
あ
な
た
の
印
象
は
６
秒
で
決

ま
る
〜
チ
ャ
ン
ス
が
１０
倍
増
え
る
自
分

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
術
〜
」
が
１１
月
９
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
イ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
講
師
を
迎
え
、

自
分
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
た
め
の
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
よ
り
お
問
合
わ
せ
・
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
１１
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
開
演

◆
場
所
　
土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◆
料
金
　
４
０
０
０
円

◆
定
員
　
５０
名

◆
講
師
　
澤
木
　
祐
子

※
定
員
に
な
り
次
第
応
募
は
締
め
切
り

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込

　
大
澤
　
も
と
こ

蕁

０
８
０
―

１
１
２
５
―

６
４
４
９

　
高
知
県
で
は
、
出
会
い
や
結
婚
へ
の

支
援
を
希
望
す
る
独
身
者
を
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
く
「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
９
月
末
現
在
で

７８
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
活
動
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
新
た
な
サ
ポ

ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、「
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
、
独
身
者
の
お
引
き

合
わ
せ
は
行
わ
ず
、
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

と
独
身
者
を
つ
な
い
で
い
た
だ
く
「
婚

活
サ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
も
募
集
し
ま
す
。

結
婚
へ
の
支
援
を
希
望
す
る
独
身
者
を
、

県
と
一
緒
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
々

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
　
１１
月
１１
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時

◆
会
場
　
高
知
会
館
３
階
「
平
安
」

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
締
切
　
１１
月
９
日
（
金
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込

　
高
知
県
少
子
対
策
課

　
出
会
い
・
結
婚
支
援
担
当

蕁

０
８
８
―

８
２
３
―

９
７
１
７

Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
地
方
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集平成31年成人式平成31年成人式平成31年成人式平成31年成人式

日時／平成31年1月3日（木）　受付：12時30分～　式典：13時30分～

場所／ふるさと総合センター（黒潮町入野）大ホール

【お問い合わせ・応募先】教育委員会　生涯学習係　

　　　　　　　　　　　　　　　　蕁43－0044　蕭43－1144（担当：渡辺）

黒 潮 町 成 人 式

平成31年「黒潮町成人式」の新成人代表者を募集します。

20歳の素晴らしい記念になると思いますので、「われこそは」と思う方の募集をお待ちしています。

なお、応募多数の場合は、教育委員会にて調整させていただきますのでご了承ください。

せい し

◆対　象　者　平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれで、次のいず

れかに該当する方

　　　　　　①町内に住所を有する方

　　　　　　②町内の小学校または中学校を卒業した方

◆募集人数　2人（誓詞、記念品授与　各1人）※誓詞＝成人の誓い

◆募集期限　11月30日（金）まで

◆応募方法　電話またはFAXにてご連絡ください。
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外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

日 土月 火 水 木 金

1 32 3 4 1 2
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）保育所内科健診（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

4 105 6 7 8 9
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生）

11 1712 13 14 15 16
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）

11：30まで
外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（池田先生） 外来診療 外来診療（矢野先生）

241918 20 21 22 23
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生） 勤労感謝の日

文化の日

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）
外来診療外来診療（澤田先生）

（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

14：30～16：00

302625 27 28 29 30
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（池田先生） 外来診療（矢野先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　11月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    

・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、ご了承ください。�     

・月曜日のみ診療時間が午後12時30分～2時（受付は午後1時50分まで）となっています。

・月曜日以外は、高知医療センター内科医師が診療しています。

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

海の日

振替休日

憲法記念日 みどりの日

昭和の日

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）

10：30～11：00

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2018（平成30）年11・12月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

9：0011/10（土）・11（日） 第56回大方の秋まつり 土佐西南大規模公園体育館周辺 生涯学習係� 蕁43－0044

10：0020（火）

18（日）

2018年度 黒潮町人権教育推進講座 第1講座 大方町民館 人権教育係� 蕁43－0044

18：3021（水） 第13回 黒潮町民大学 第3講座（講師：川畠成道） 総合センター2階大ホール

生涯学習係� 蕁43－0044

9：3012/1（土）

9（日）

第13回 黒潮町民大学 第4講座（講師：櫃本真聿） 大方あかつき館レクチャーホール

9：3010（土）～12（月） 潮風のキルト展 入野松原 NPO砂浜美術館�蕁43－4915

10：00第6回黒潮町まるごと産業祭 土佐西南大規模公園体育館周辺 商工係� 蕁55－3115

9：00

11（日）

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト

　　蕁090－2786－3702

8：00名勝入野松原・周辺海岸一斉清掃 17ページ参照
入野松原保存会事務局

　　　� 蕁43－2113

9：00幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト

　　蕁090－2786－3702
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

11

12

日

1～4

05～11

12～18

19～25

26～30

1～2

3～9

10～16

17～23

24～28

29

30

31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

中 村 住 設

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

村 越 設 備

村 越 設 備 �

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

大 西 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

31－3277

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

浮鞭2083－2

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8

　こんにちは。昨年より地域おこし協力隊の一員となって黒潮町にまいりました卯月

と申します。関東出身ですが、愛媛県西予市城川町が母の故郷という縁で四国に来て

からの方が長くなりました。城川の言葉は幡多の言葉と似ているので、こちらでご年

配の方とお話をすると懐かしい思いがいたします。 

　さて私は、役場の産業推進室で、ふるさと納税の仕事をさせていただいております。

仕事内容は全国から集まる『ふるさと応援寄附金』のお申込みに関する事務作業ですが、

ふるさと納税を通して町についていろいろ知ることができました。黒潮町は、豊かな資源、温暖な気

候によって漁業、農業が栄えておりますので、ふるさと納税では黒潮町の山海の多種多様なおいしい

ものを全国にお届けしています。 

　また、竹細工などの伝統工芸品にはじまり、美しい自然環境からヒントを得た陶芸作品やガラス作

品、実用品から子どものおもちゃまでアイデアあふれた木工作品や特産の花や七立栗を使った装飾品

など、多彩な工芸作品が生み出されています。 

　ふるさと納税の仕事に就いて、黒潮町のさまざまな特産品により全国の人に町を知っていただき、

喜んでいただいていることを感じています。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（ふるさと納税担当）

卯月　あすか

黒潮町の空や海に癒される毎日
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黒潮町ケーブルテレビ

11月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

芸術の秋！！吹奏楽や小中学校音楽祭を放送！！芸術の秋！！吹奏楽や小中学校音楽祭を放送！！

◆平成30年度 佐賀中学校定期演奏会

◆平成30年度 大方中学校定期演奏会

◆平成30年度 黒潮町小中学校音楽祭

◆IWKTVでは、みんなの情報を募集中！！

おもしろい人や、珍しいものなど番組で取り上

げてほしいみなさんの情報をIWKTV制作室ま

でご連絡ください。�                   
※お寄せいただいた情報や映像などは都合により放送

できない場合もあります。�              

※IWKTVの番組更新が毎週水曜日18：00になっています。

※詳しい放送時間などは電子番組表でもご確認いた

だけます。

芸術の秋！町内中学校の吹奏楽部による定期演奏

会や小学校・中学校合同で行われる、黒潮町小中

学校音楽祭お届けします！�      

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組 07：00　10：00　12：00

15：00　18：00　20：00

Kochi on TV! 14：00　22：00

片さんのFish!おふ 23：00　

幡多サイクル紀行 8：35　11：35　13：35　16：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　11：45　13：45　16：45　19：45　22：45

サイエンスチャンネル 6：45　23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 篠田重義 28 25 24 24 48 101

準優勝 峰岸広美 26 25 26 25 51 102

3位 植木美和子 28 28 28 28 56 112

4位 尾崎良二 28 23 28 26 54 105

5位 澳本　修 26 27 29 28 57 110

6位 三吉精二 28 25 30 30 60 113

7位 毛利元強 27 30 28 28 56 113

8位 川瀬和子 31 30 30 30 60 121

9位 宮崎安男 32 27 29 30 59 118

10位 伊藤日出男 32 28

小計

53

51

56

51

53

53

57

61

59

60 29 30 59 119

HC 総計

1

1

102

－4 102

－4 108

1116

111

－2 111

－4 113

－4 117

－2 118

6 119

ベストスコア：Ａコース　24点 ― 篠田重義

　　　　　　　Ｂコース　24点 ― 尾崎　良二

ホールインワン：Bコース　9 峰岸広美

ベストグロス：101点 ― 篠田重義

土佐西南パークゴルフ協会　10月月例会

日時：10月20日（土）　午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕
①米は、分量の水とこいくちを加えて炊く。
②Aは、鍋でとりにく、えのきたけ、しめじを炒めてから

他の調味料を加えて炊く。
③炊き上がったしょうゆごはんに、②を混ぜ合わせてでき

あがり。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

きのこごはん

A

今では一年中出回るきのこ類ですが、秋の味覚の代名詞で
すね。なかでもしめじは、黒潮町の特産品で、給食でもよ
く使われている食材です。きのこごはんとして登場するの
はだいたい10月か11月。いつものしめじも、きのこごは
んになると秋を感じさせてくれます。しめじやえのきたけ
以外のきのこを入れてもおいしいですよ。

米� 2合

こいくち醤油� 大さじ1

　鶏肉（小切れ）� 60g

　えのきたけ�1/3株（30g）

　しめじ�1/2下部弱（40g）

　酒� 小さじ1/2

　こいくち醤油� 小さじ1

　砂糖� 大さじ1

　水� 40ml

※詳しい放送時間は電子番組表でご確認ください。
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11月

日 月 火 水 木 金 土

31 12 2 3

4

1

5 6 7 8 9 10

1

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 22 23 24

25 26 27

21

12月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 1

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
は
９
時
３０
分
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
は
９
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
午
後
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
０

　
佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しくはいった本紹介

●十津川警部長崎路面電車と坂本龍馬　　　西村　京太郎／著

●凍てつく太陽　　　　　　　　　　　　　　葉真中　顕／著

●雪平鍋で２品献立　　　　　　　　　　　　飛田　和緒／著

●ＨＡＰＰＹハロウィン　　　　　　　　　ポット編集部／編

●ガラスの殺意　　　　　　　　　　　　　秋吉　理香子／著

●ＴＡＳ特別師弟捜査員　　　　　　　　　　中山　七里／著

●愛なき世界　　　　　　　　　　　　　　三浦　しをん／著

●ねこの商売　　　　　　　　　　　　　　　林原　玉枝／文

●いじめているきみへ　　　　　　　　　　春名　風花／ぶん

●めんたべよう！　　　　　　　　　　　　小西　英子／さく

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

28 29 30 29

※11月30日（金）は館内整理日です。� 

開
館
２０
周
年
特
別
企
画
展

期
間
　
１０
月
３
日
〜
１２
月
２６
日

会
場
　
大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
（
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
２
階
上
林
暁
文
学
館
）

「
上
林
暁
文
学
館
企
画
展
の
２０
年
」

【
と
 

き
】

 
平
成
３０
年
１１
月
１０
日
（
土
）

 
（
上
映
時
間
）
１０
時
３０
分
〜
１２
時

 
ア
ニ
メ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

 
「
あ
の
日
、僕
ら
は
戦
場
で
」
―
少
年
兵
の
告
白
―

 
（
上
映
時
間
）
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

 
「
京
都
人
の
密
か
な
愉
し
み
」
―
月
夜
の
告
白
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
と
こ
ろ
】

 
大
方
あ
か
つ
き
館

 
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
開
　
場
】
上
映
の
３０
分
前

―
「
大
方
あ
か
つ
き
館
」
開
館
20
周
年
関
連
事
業
―

「
秋
の
名
画
座
あ
か
つ
き
」

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
「
ど
う
ぞ
の
へ
や
」

　
　
　
　
蕁

５
５
―

２
１
１
７

（
悪
天
候
の
日
は
お
で
か
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

・
お
で
か
け
し
よ
う

　
日
時
　
１５
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
ト
ン
ボ
自
然
公
園

　
　
　
　
（
四
万
十
川
学
遊
館
）

　
※
現
地
集
合

　
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
あ
り

・
お
誕
生
日
会
　

　
日
時
　
２２
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
８
回
「
子
育
て
講
座
」

　
８
日
（
木
）
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
内
容
　
「
子
ど
も
の
育
ち
と
オ
モ
チ
ャ

　
　
　
　
の
か
か
わ
り
〜
オ
モ
チ
ャ
で

　
　
　
　
楽
し
く
子
育
て
し
よ
う
〜
」

　
講
師
 

浜
田
百
合
子
さ
ん

　
２９
日
（
木
）
午
前
１０
時
〜
１１
時

　
内
容
　
「
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　
講
師
　
上
岡
純
子
さ
ん

　
（
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁

４
３
―

０
５
１
２

１１
月
の
予
定

上林暁文学館が、開館以来実施し
てきた企画展の総集編とも言える
展示です。

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/akatsuki
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